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に健康 でなければ、 スタ ッフの健康 を守 ることは難 しい。
多様な ス トレスを抱え る中で、様々な役割を果 た して い
くため には、看護管理者 にもセル フケアとサ ポー トが必
要で ある9)。しか し、看 護管理者 に対す るサポー トが、
実際の ところどの程度実施 されて いるか定かで はない。
また、看護の現場 にお けるス トレスにつ いて は様々 な研
究がな されて いるが、看護管理者を対象 と した もの はス
タッフを対象 とした ものに比べて少 ないのが現状で ある。
職場 にお けるメ ンタルヘル スを維持す るため には、 ス
トレスマネ ジメ ン トが重要 となる。 したが って、今回 は
ス トレスに着 目 し、わが国 にお ける看護管理者の ス トレ
ス研究を概観す ることによ り、今後の看護管理者の ス ト
レスマネジメ ン トや ス トレス研究 につ いての課題を まと
め ることとす る。
また、今後医療体制の変革 と共 に看護管理者の責務 も
変化 して い くことが予測 され る。諸外国 にお ける看護管
理者 と日本の看護管理者 とはその責任の範疇や権限 など
は異な るが、諸外国 にお ける看護管理者の メ ンタルヘル
スに関す る研究 につ いて も概観 し、今後の 日本 にお ける
看護管理者の ス トレス研究や ス トレスマネ ジメ ン トへの













諸外国にお ける看護管理者のス トレス に関す る研究の
現状 を知 るため、PubMedを 用 いて、 「nurse manag-
ers」「stress」をキー ワー ドと し、2003年～2013年まで
の10年間 の研究論 文 を検 索 した。 ヒッ トした文献数 は
205件で あ った。 諸外国 にお けるス トレス研究 に関 して
は、近年報告 され た10年間の結果 に絞 り込んで レビュー
を行 った。 この うち、看護管理者を対象 と したス トレス
に関す る研究 に絞 り込 むため、文献 タイ トルに 「nurse 
manager」および 「stress」と表記 されているものを ピッ
クア ップ した。対象 となる文献 は12件で あった。対象の
文献を表2に 示す。
























(主任看護師)を 対象 とした文献を分析 した。
2)ス トレス とは
ス トレス は、 もともと工学な どの分野で用い られてい
た用語であ る。物体 に外部か ら力が加わ った とき、物体
に は元の状態に戻 ろうとす る応力が働 き、外部か らの力
との問で緊 張状態 が生 まれ る。 これが工 学分 野で言 う
「ス トレス状態」 で ある12)。このス トレス とい う概念 を
初 めて用 いたの はHans Selyeであ る。Selyeは、生 体
に影響を及ぼす外的因子(ス トレッサ ー)が 加わ ると、
生体 は不安、抑 うつ、身体症状な どの特異的な状態を呈
す ると し、それを ス トレスと呼んだ13)。
ス トレスの過程の第一段階 は、 ス トレッサ ーの認知で
あ る。環境要因 と個人要因の結果 と して ス トレッサ ーが
認知 され、それがス トレス状態 を引 き起 こす ことになる。
この時、個人が感 じるス トレスは、 ス トレス反応 と して
現れ ることとな る。 この ス トレス反応 は、血圧上昇 など
の短期的な もの とバ ー ンアウ トや心臓疾患な どの長期的
な ものがあ る。 また、 ス トレスを経験 した時 に、苦痛を
和 らげることや、 ス トレスの原因を取 り除 くように行動
す ることを対処行動(コ ー ピング)と いう14)。
III.これまで行われてきた看護管理職を対象とし
たス トレスに関する研究の概要
我が国 にお ける看護管理職を対象 と した ス トレスに関
す る研究の概要 は、表1に 示 した通 りであ る。調査 され
てい る内容 は、 ス トレッサ ー、 ス トレス反応、 ス トレス
反応 とその関連要因、 ス トレス反応 と してのバ ー ンアウ
トに関する事、ス トレス対処行動(コ ー ピング)と い う、
ス トレスのプ ロセ スに関連 した もの と、 メ ンタルヘル ス
研修の効果や役割移行 に伴 うス トレスな ど、 ス トレスマ
ネジメ ントに関連す るものであ った。近年 は、管理職へ
の役割移行 に伴 うス トレス に関す る報告が多 いことが特
徴的であ る。
IV.看護管理者 の職務 におけるス トレッサー
我が国の看護管理者 にとって ス トレッサ ーとな って い
るもの は、仕事の過重負荷15)16)、人 間関係16)17)、役割の増
加16)、患者家族 との調整 困難、未経験看護、学生指 導、
配置転換15)、労働条件17)であ った。 これ らの結果 は、 職
位 による分析 は行われてお らず、管理者 という集団での
結果を示 した ものであ る。そのため、看護 ケアに関わ る
ものや学生 の教育、管理者 が担 う役割 に関す る事 など様 々
な要因が ス トレッサ ーと して示 されて いた。
職位別で見てみ ると、看護師長 にとって ス トレッサ ー
になって いる もの は、 各 ユニ ッ トの業務 や人事18)、安全
管理 に関す る こと、 看護部 への報告18)、人 間関係8)19)、
多重業務19)、仕事や生活 の満足度8)であ り、安全 に業務
が遂行で きるように管理す ることや、人の調整な どの管
理業務等、各看護単位の管理責任者であ るということが
ス トレッサ ーとな って いた。
また、主任 にとってス トレッサーにな っているもの は、
教育 に関す る こと、 リーダーと しての役割18)、業務量 に
関す る こと8)18)、プ レッシ ャー、 変化、 欲求 不満、職 場
環境20)、適性8)であ り、主任 は管理 的な役割 を持 ちなが
らも、ス タ ッフと して患者のケ ア等通常の看護業務 もこ
な していかな ければな らず、ス タ ッフの リーダーと して
の役割や、教育 ・指導的な役割 も担 ってお り、様々な役
割を求め られ ることがス トレッサ ーの特徴 と して現れて
いた。
これ らの結果 は、管理者 とい う職位 に求め られ る役割
や責任が影響を与えてい ることが示唆 された。
V.看護管理者のス トレス反応 と関連要因















ていたのは、「対人関係」 と 「ミス ・事故への対応」で
あった。
これまで行われてきた研究は、横断研究のみであり、
時間経過と共にどのようにス トレス反応が変化 してい く
のかは調査されていない。 したがって、今後は縦断研究
にてどのようにス トレス反応が時間経過の中で変化 して
い くのか調査 してい く必要がある。
VI.看護管理者 のバー ンアウ トと関連要 因
メ ンタルヘルス研究の分野 において、ス トレス反応の
重要な指標 と してバー ンアウ トがあ る。バ ー ンアウ トに
関 して は多 くの研究者 によ って様々な定義がな されてい
るが、Maslachは、 「長期 間 にわた り人 に援助す る過程
で心的エ ネルギ ーが絶えず要求 された結果、極度の心身
の疲労 と感情の枯渇を主 とす る症候群であ り、卑下、仕
事嫌悪、関心やお もいや りの喪失な どを伴 う状態」 と定
義 して いる22)。バー ンアウ トに関す る研究 は、Maslach
&JacksonのMaslach Burnout Inventory(以下MBI)
を用いた ものと、Pinesのバー ンアウ トスケール(以 下
BM)を 用 いた ものが多 く報告 され ている。
看護管理者 にお けるバ ー ンアウ トの研究で は、看護管
理者を対象 と した もの は3件 のみ と少 な く、広 く看護師
を対象 と した中で、職位 による分析で結果を示 して いる
ものが多 い。管理者のバ ー ンアウ トに関 して は、 スタ ッ
フよりも管理者の方がバ ー ンアウ トしに くいという結果
が ある23)24)一方、 職位 とバ ー ンアウ トとの関連 はない と
す る報告 もあ り25)、これ までの報告か らは管理者 がバ ー
ンアウ トしに くい とは一概 には言えな い。
また、バー ンアウ トの3つ の下位尺度(情 緒 的消耗感 ・
脱人格化 ・個人的達成感 の低下)に よる分析 の結果で は、
高 い役職 につ いて いることが脱人格化を抑制す る傾向 に
あ るとす る もの23)や、 管理者の方が スタ ッフよ りも個人
的達成感 は低い結果 とな ったが、情緒的消耗感お よび脱
人格化 において有意差 はみ られ なか った とす る もの26)な
ど、文献 により様々な結果が示 されてお り、一致 した見
解 は得 られていな い。 このバ ー ンアウ トの3つ の下位尺
度 に関 して は、情緒的消耗感がバ ー ンアウ トの主症状で
あ り、他の2つ の症状 は副次的な結果であ ると言われて
い る27)。そのため、職位 とバ ー ンアウ トとの関連 は明 ら
か にはな っていな いが、バ ー ンアウ トを予防す るため に
は、情緒的消耗感 に対 す るサポー トが重要 であ り28)、管
理者 にとって もその ような支援が必要 とな る。
また、鈴 木 ら24)29)が行 った アサ ー ションとバ ー ンアウ
トに関す る研究で は、管理者でバ ー ンアウ トに陥 って い
る可能性があ るの は攻撃的な コ ミュニケー ションを とる
者であ り、バ ー ンアウ トと攻撃的な 自己表現 との関連が
あ る可能性が示 されて いる。 アサ ーテ ィブ得点が増え る
とバ ー ンア ウ トの リス クを減少 させ30)、自分 自身の ケア
に対 して満足す るとい う結果 も得 られてお り、攻撃的で
はない アサ ーティブな表現が重要であ ることを示 して い
る31)。古屋32)は、 バ ー ンア ウ トの背景 に は個人 と環 境 と
の循環的相互作用 により形成 された職業文化が要因の一
つ と して介在 して いることを指摘 してお り、単純 に職位
が影響 を与えてい るのではな く、個人要因や環境要因等、
その他の要因 との関連を注意深 く検討 して い く必要が あ
る。
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看護管理者を対象 と した メ ンタルヘルス教育 に関す る
研究 は3件 であ り、2007年以降 は報告が されていない。
したが って、メ ンタルヘルスの現状 を把握す るにとどまっ
てい る。
池田 ら17)は、 ス トレスマネ ジメ ン ト教育 プ ログラムを
実施 した結果、ス トレス認知度 は低下 した と報告 してい
る。 ここで は、 どのよ うなプ ログラムが役立 ったのか ス
トレス認知 との関連をみてい るが、看護管理者が何を ス
トレス と認知 してい るのか とい う、管理者の特性 によっ
て役立 ったプ ログラム内容 に相違がみ られた ことか ら、
個人差 に注 目 し、そのニ ーズ にあ ったプ ログラム開発の
必要性が示唆 された。 さ らに木暮 ら34)は、 メ ンタルヘル
スプ ログラムと行動特性、特性不安、抑 うつ との関連 に
ついて報告 してい る。 ここで も、プ ログラム介入前後 に
おいて、抑 うつ、特性不安が有意 に低下 し、 自己価値感
が高 まった とい う結果が得 られてい る。 これ は、認知の
切 り替え と、行動 レベルでの 自信を高め るスキル演習プ
ログラムを通 して 自己価値感が向上 し、不安 と抑 うつが
軽減 した と考え られ る。
これ らの結果よ り、看護管理者 に対す るメ ンタルヘル






























護管理者の メ ンタルヘル スに関す る報告 は、役割 ス トレ
スや ス トレスとコー ピングとの関係、 ス トレスの予測因
子 とな るもの、離職意思、緩衝要因等がみ られた。
Lisaら36)は、看護管理者 は高 いス トレスがあ ることを
報告 してい る。 また、看護管理者の中で も年齢が高 いと
ス トレスの値 は低 くな るが、 ス トレスと経験年数 との関
連はみ られ なか った と報告 してお り、経験年数 ではな く、
ス トレスと年齢 との間で何等かの関連があ ることを示 し
て いる。
また、看護管理者 にとって ス トレッサ ーとな って いる
もの は、 「財政 上の責任」 「不適切 な人的 資源」 「他 の管
理者」 「個人 的な悩み」 「中間管理 職 の役割」 「競 い合 う
こと」37)「役割過重」38)39)「役割葛藤」「対人 関係 の葛藤」38)
「意思決 定の プロセス」40)であ った。 こ こでス トレッサ ー
と して挙 げ られて いるもの は、管理者 と して看護や医療
の現場をマ ネジメ ントす るうえで生 じる ものであ る。対
人関係に関 して は、 日本の看護管理者を対象 と した研究
において8)16)19)同様の結果が得 られてい るが、その他の要
因に関 して は異な る結果であ った。
また、Lisaら39)は、看護管 理者の職場環境 にお けるス
トレスで最 も重要であ ったのが役割過重であ った と報告
してお り、看護管理者が役割過重を感 じることについて
のサ ポー トと して、 どの ように能率的 に仕事を行 うか、
現場での要求 に対処す るマ ネジメ ント方法 につ いて学ぶ
ことがで きるよ うにす ることが必要であ ると指摘 して い
る。
さ らに、管理者の仕事の複雑 さにお ける意思決定のプ
ロセスが、管理者 にとってス トレス フルな状況であ るこ
とを示 した研究 もみ られた40)。この中で、意思決 定にお
ける認識の違いが、役職経験や組織的背景、状況 に関係
してい ることが明 らか とな り、経験のあ る看護管理者の
思考のプ ロセス と、経験の浅い看護管理者の思考のプ ロ
セスで は違 いがあることが示 されており、 よりサポーティ
ブな組織文化 において、看護管理者が決定 に対 し不安を
示す可能性が少ない ことが示 されている。先 に述べたが、
ス トレス は年齢 と関連 はあ るが経験年数で は関連がみ ら
れなか った とい う結果が示 されてお り、経験 と年齢が ス
トレッサ ーやス トレス反応 に対 して どの ような影響を与
えてい るのか明 らかで はな い。そのため、管理者特有の
ス トレッサ ーが、経験や年齢 によりどの ように変化 して
い くのか も明 らか に してい く必要があ る。
また、看護管理者が仕事 にお いて過度の負担を感 じ続
けてい ると、貴重な資源を使 い果た して しまい、バ ー ン
アウ トや離職 につなが って しまう悪循環 とな る可能性が
あ る と指 摘 して い る39)。バ ー ンア ウ トに 関 して は、
Heatherら41)が1年前 と1年 後 のバー ンアウ ト得点 を比
較 し、1年 前 は50%の管理職がバー ンアウ トのカテゴリー
であ ったが、1年 後 には66%に増加 していた とい う結果
を示 してい る。 また、1年 後の情緒的消耗感の結果 と1
年前の努力報酬不均衡や 自己評価結果 において強い相関
がみ られていた。 これ は、1年 前 に生 じた要因が、時が
経つ と看護管理者のバ ー ンアウ トに影響を与え ることを
示 してい る。バ ー ンアウ トを防 ぐため には、 タイ ム リー
にス トレス に対処 してい き、貴重な資源を使い果た して
しまわないよ う、ス トレスマ ネジメ ントを行 うことが必
要 とな る。
また、看護管理者の経験 に焦点をあてた コー ピングの
結果 において は、経験の浅い看護管理者 と経験のあ る看
護管理者を比較す ると、経験のあ る看護管理者 は問題 に
焦点をあてた効果的な コー ピング方略を用いてお り、健
康 に関 して ネガ ティブな結果が少なか った とい う結果を
示 して いる42)。また、対処 行動 につ いて質 的にま とめた
ものでは、「同僚 ・上 司の支援」「経験に基づ く対処方法」
「社会的 ・個人的対処方法」37)のカテゴリーが対処行動と






























2.主 任 は、管理的 な役割だ けで な く、患者の ケア等
通常の看護業務 もこな して いか なければ な らず、
スタ ッフの リーダーと しての役割や、教育 ・指導
的な役割 も担 ってお り、様々 な役割を求 め られ る
ことが ス トレッサ ーとな って いた。
3.こ れ まで行われて きた研究 は、横断研究の報告が
ほとん どであ るため、今後 は縦断研究 にて どの よ
うにス トレス反応が時間経過の中で変化 して い く
のか調査 して い く必要が ある。
4.管 理者のバ ー ンアウ トに関 して は、様々 な結果が
示 されてお り、一致 した見解 は得 られて いない。
単純 に職位が影響を与えて いるので はな く、個人
要因や環境要因等、その他の要因 との関連を注意










日本の看護管理者の背景を考慮 して検討 してい く
必要がある。
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